
　

私たち ＳＧ ＧＲＯＵＰ は、

ホスピタル精神（おもてなし）をもち、

医療・福祉・保健を通じて

地域社会の人々の幸せに貢献します。

患者・利用者・ご家族に喜ばれ感謝される

素晴らしいホスピタル環境づくりと

ホスピタリティある仕事を徹底して行います。

ユニット型（個室）は、早期の

入居が可能です！
※申込順ではありません。

状況により入居を見送る場合があります。

入居者募集中！
【施設見学できます！※要予約・見学場所制限有】
家族の介護で困っている方、悩んでいる方。

家族の認知症が進んだり、常時身体介護が必要になり、

自宅での介護に困難を感じている方、お困りの場合、ぜひ

ご相談ください。相談内容を詳しくお聞きし、特養や

ショートステイ入居の説明や訪問看護、デイサービスをは

じめ、地域の福祉サービスやSGグループの医療・福祉の

ネットワークと連携しご家族をしっ

かりサポートします。

なのり 看護師・介護職募集

ゆったりとした時間の中で、入居者の生活と健康を

サポートする、やりがいのある仕事です。

興味がある方は、是非お問い合わせください。見学歓迎します。

働き方はあなた次第！

看護師・介護福祉士の資格をお持ちの方を募集中！

地元の特養で、働いてみませんか！

今回は秋田県の“横手やきそば”を提供しました。

いつもの焼きそばと比べて甘めの味付けでしたが

「おいしい！」と召し上がっていました。

太巻き・いなり寿司

いわしつみれの煮物

昆布豆、呉汁

ちらし寿司

ふきの煮物

菜の花のお浸し

三色ゼリー

すまし汁おかわり

ほしいわ…

久しぶりの

のり巻き♪

地域の福祉を支える地元の介護施設で、

ボランティアしてみませんか？

※現在●入居者様の衣服の「繕いボランティア」●里山の整備スタッフ

（薪割り、下草刈り、散策路整備など）募集中。

問い合わせは、６６５－１３１０ 事務室まで

詳しくは、６６５－１３１０

相談室まで

施設の窓口 生活相談員

こんにちは、大竹喜彦です。4月1日付けで、9年ぶり3回目の特養なのり施設長に就任

しました。よろしくお願いいたします。

特養なのりは、開設から15年目。地域の皆様のご支援・ご協力により、入居定員が149

名、職員数110余名の盛岡市内有数の介護施設になりました。

今、新型コロナの蔓延、急激な物価高騰に加え、2025年問題(超高齢化社会に対する介

護人材確保の課題)など、介護施設は直面する課題が多岐にわたります。

これらに向き合うため、私たちはこの３点に重点的に取り組んでいきます。

１.職員教育を充実させ、介護サービスのさらなる向上を図ります。

２.デジタル機器、ICTを最大活用。新たな介護システムを導入し、入居者様の

安全確保と職員の負担軽減を図ります。

３.シニア世代・ボランティアなどを用い、より多彩な人材による運営に努めます。

『リ・スタート(RE:START)！すべてを見直し、再生を』を旗印に、新たな体制で問題に取

り組みます。皆様のお力添えを賜れば幸いです。

職員一同、これから益々努力を重ね、地域のニーズに応え、地域に最も寄り添い、

選ばれる介護施設に向け邁進します。ご理解、ご支援、ご協力をお願いいたします。

施設長 大竹 喜彦

R5幹部会議構成メンバー

新たに5名の職員を迎え新年度がスタートしていま

す。新体制となった15年目のなのりもどうぞよろし

くお願いいたします。今後の広報誌もなのりの様々

な情報をお届けしていきます。



雛人形と記念撮影♪

芋の子汁作りを

手伝って頂きました！！

つきたてのお餅♪

お相撲さんと

一緒に餅つき！

杜3・5丁目

1月～3月の1コマ

安全衛生委員会の活動紹介
働きやすい職場環境づくりを心がけ、年間を通して

様々な活動を行っております。

今回はその一部を紹介させて頂きます。

屋外休憩棟にて職員親睦会の開催

労働災害防止研修

『外通路が暗い』との意見

を受け、センサーライトを
設置前 設置後

２月２６日(日) 冬の恒例イベント「自然観察会」「シイタケ植菌体験」を開催しました。当日は、残雪の中、

３０名ほどの参加者がかんじきで雪上歩行しながら、冬芽などの自然観察を体験しました。その後、講師の指導

を受けながら大人気のシイタケ植菌を楽しみました。植菌したほだ木は、各自持ち帰っていただきました。

杜3.5丁目のイベントの様子をご紹介し

ます。季節の行事を行い、入居者様と共

に職員も楽しく過ごしています。

2月・3月

施設内研修 報告

報告によると全国入所施設での虐待件数が増

加傾向にある中、顕在化していない事案もまだ

まだあるとのことです。

「これくらいいいだろう」の不適切ケアを放

置することで、施設全体が見て見ぬふりをする

風土となり、大きな虐待につながります。当施

設は大丈夫ではなく、職員の教育に注力し、年

2回高齢者虐待防止研修を実施しています。

高 齢 者 虐 待 防 止 研 修

○高齢者虐待防止（1回目）

〇高齢者虐待防止（2回目）

介護職員

杜3 相馬文歌

機能訓練指導員

千葉奈美

機能訓練指導員

及川葵

宿直職員

堀合新吾

業務職員

千田裕信

4月より5名の職員が入職しました。

皆さんよろしくお願いします。

施設長 大竹 喜彦


